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神戸の都心のさらなる魅力と
にぎわいの創出をめざして

神戸市都市局長　今西  正男

　みなと元町タウン協議会の皆様にお
かれましては、平成３年３月の発足以来
四半世紀以上の長きにわたり、元町地
域の横の連携をとりながら、安全・安心
で魅力あふれるまちづくり活動に取り組
み続けてこられましたことに敬意を表す
るとともに、平素より本市の都市行政に
多大なるご協力を賜り、深く感謝申し上
げます。
　神戸市では、神戸が若者に選ばれる
まち、誰もが活躍できるまちとなるよう、
神戸の魅力ある未来の実現や安全な都
市基盤の構築に向けて様々な取り組み
を一体的に進めております。また、元町
を含む神戸の都心エリアにおいては、平
成27年９月に「神戸の都心の未来の姿
[将来ビジョン]」を策定し、まちの魅力は
そこに集う人が創るという考えのもと、
「居心地の良さ」を軸に、訪れ、働き、住
みたくなるまち、そして発展し続けるまち
として、目指すべき都心の将来像を示し、
その実現に向けて様々な施策を展開し
ております。
　そのなかでも元町は、北野、トアロー
ド、三宮、旧居留地、ハーバーランド、
ウォーターフロント地域など、都心の特
色ある地域の結節点であり、それらをつ

なぎ、都心の回遊性を向上させ、都心の
さらなるにぎわいを形成するためには非
常に重要な役割を担う地域です。
　近年の元町はかつての商業・業務地
域から商業と住居が混在するまちへと
様相が変わりつつあります。その中で、
栄町通・神戸元町商店街・ハーバーロー
ドの景観形成市民協定や平成14年３月
に策定された「みなと元町タウン憲章」
の運用など、地域の皆様の日頃のまちづ
くり活動により、ミナト神戸を象徴する
元町らしい「クラシカルモダン」な雰囲
気を継承した、素晴らしいまちづくりが
実践されていると感じております。そん
な元町だからこそ、様々な人が集い、活
動し、さらなる魅力やにぎわいの創出に
繋がっているのではないでしょうか。そし
て、神戸の都心の中心地である元町の
活性化は、都心全体のさらなる活性化
に繋がっていくものと思います。
　さて、元町商店街４丁目にある「こう
べまちづくり会館」は、住民主体のまちづ
くり活動を支援する拠点として平成５年
11月にオープンして以来、25年が経過し、
この度、改修工事の
ため平成31年４月
１日から臨時休館
しておりましたが、
令和元年10月１日
から再オープンい
たしました。工事期
間中はご迷惑をお
かけしましたが、1
階に神戸元町みな
と古書店、4階にま
ちづくりラボ、5階
にワークスペースを

設置するなど、新たな賑わいを創出し、
より地域の皆様に親しまれ、気軽に立
ち寄っていただける施設としてリニュー
アルいたしましたので、引き続き地域の
まちづくり活動の拠点として、積極的に
ご利用いただきますようお願いいたし
ます。
　みなと元町タウン協議会のエリアは
広く、各地域が多彩な個性を持ってお
ります。そのため、課題も多いかと思い
ますが、それぞれが個性を発揮し、調
和することで、元町らしい魅力とにぎわ
いが溢れるまちとなっていると感じて
おります。
　今後も、日頃からまちづくり活動に
取り組んでいただいている皆様と手を
取り合いながら、元町らしいおしゃれで
モダンな雰囲気があり、さらなる魅力
とにぎわいの創出されるまちづくりに
取り組んでいきたいと思いますので、引
き続き本市の都市行政にお力添え賜
りますようお願い申し上げますとともに、
皆様のより一層のご活躍とご発展を祈
念いたします。
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◇神戸元町商店街連合会　℡３９１－０８３１
ジャパン・クラフトチーズEXPO
 １１月３０日（土）１２月１日（日）１１時～１９時

　　元町通３丁目　
　まちむら元気交流会　１２月１日（日）１１時～１６時
　元町通４丁目～６丁目
◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
水曜市　１１月２０日（水）１１時～１９時
◇元町５丁目商店街振興組合　℡３４１－６８１９
FLAMENCO in MOTOMACHI５
　　１１月３日（日）１３時～・１５時～　
◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７
モトロク市　１１月２日（土）１１時～１７時
　（毎月第１土曜日開催）
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」　１１月１０日（日）
　桂　福 丸　　　桂　しん吉　　　桂 かい枝
　笑福亭 松枝　　笑福亭 伯枝　　桂 雀三郎
      前売券は10月１１日より凮月堂で発売

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
１１月２日（土）～１１月８日（金）
　『えんとこの歌 寝たきり歌人・遠藤滋』
　『左様なら』・『祈り』《「祈り」三部作》
　『希望の樹』《「祈り」三部作》
　『機動戦士ガンダム 逆襲のシャア』
１１月２日（土）～１１月１５日（金）
　『メランコリック』
１１月９日（土）～１１月１５日（金）
　『懺悔』《「祈り」三部作》・『シスターフッド』
１１月９日（土）～１１月２２日（金）
　『人生をしまう時間（とき）』
　『ホームステイ ボクと僕の100日間』
１１月１６日（土）～１１月２９日（金）
　『聖なる泉の少女』・『サウナのあるところ』
　『解放区』
１１月２３日（土）～１１月２９日（金）
　『さらば青春の光』
１１月２３日（土）～１２月６日（金）
　『国家が破産する日』・『狼煙が呼ぶ』

海
文
堂
②

書
店
の
話
(28)

　栄町通まちづくり委員会は１０月１１日（金）１０
時から１０時３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾
いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不法
駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通クリー
ン大作戦を実施した。参加者は、（元栄海三丁目
協和会）奈良山喬一、（神戸市）川口雄也、（広島銀
行）加計正晴、（兵庫県信用組合）古門佑樹・岩田
彩希・仲川・亀田、（㈱神明）嶋花織、（神明倉庫
㈱）藤尾憲弘・米澤彩香、（㈱イーエスプランニン
グ）大澤・三河、（佐野運輸㈱）志賀俊之・末松明、
（新光明飾）中川俊・篠原博明・森川進・大森貴美
子・西村友博、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之以
上、２０名のみなさんでした。毎月第２金曜日午前
１０時、栄町通６丁目佐田野不動産前集合の上、
実施しています。お気軽にご参加ください。

こうべまちづくり会館４階　まちづくりラボこうべまちづくり会館４階　まちづくりラボ
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平野義昌

　「神戸村」「二茶屋村」「走水村」の北側に「花熊村
」があった。現在の「花隈町」。村の氏神は「四宮神社
」（北隣の中宮村内）。史料では「花隈」「花熊」の他、
「鼻熊」「華熊」とも書かれている。地名由来は二説
ある。
（1）地形説。太古の海岸線、海に面した小高い丘＝
「台地のはし（ハナ）の一段高い所（クマ）」
（2）生田神社起源説。神をクマと読み、神社領＝神
内（くまうち）から外れた所　
　地形説が有力。註1・補註1
　1173（承安3）年、平清盛が大輪田泊（おおわだの
とまり）に経ヶ島を築造する際、厳島明神を勧請し
海上安全を祈願。7神社を創建し弁天様を祀った。
その一つが「花隈」の厳島神社。神社の言い伝えで
は、戦国時代「花熊城」築城に伴い南（現在の北長
狭通6丁目と元町通4丁目の中間あたり）に移設。
「爾来屡 社々地の移動」があった。註2
　生田神社に移されたという説もある。註1
　天明年間（1781～89年）に「二茶屋村」庄屋・橋本
家が宇治川河口に築港の際、同地に祀った（弁天
浜）。以来、「二茶屋村」の氏神社になった。明治にな
ると河口一帯が埋め立てられた（弁天町）。この頃か
ら技芸の神として花街の女性たちが参詣する。
1928（昭和3）年、臨港鉄道建設により栄町通6丁目
に移設した。45（昭和20）年3月、神戸大空襲で被災
する。10月には仮本殿が建った。48（昭和23）年、神
戸中央郵便局拡張のため花隈町に戻った。註2
　台地のヘリ「花熊」は戦さでは重要地点、南北朝
で戦場になり、戦国時代には「花熊城」が築かれた。
築城年代・人物は二説ある。1567・68（永禄10・11）
年頃織田信長の武将・和田惟政説。1574か76（天
正2か4）年頃同じく織田方の荒木村重説。落城は
1578（天正6）年、村重が信長に叛き、池田恒興の軍
勢に攻め落とされた。このとき近隣の一向宗衆徒
が城に立てこもった。村重は毛利家に亡命。恒興は
戦功により兵庫津に築城し、「花熊城」は消滅する。
現在城跡は公園・駐車場に整備されているが、実際
の城郭はもっと広かった。
　恒興の曾孫が残す「摂津花熊之城図」（岡山大学
池田家文庫所蔵）には、本丸、二の丸、三の丸、天守、
周囲に堀、東に侍町と足軽町が5区画、西に町が4
区画描かれている。「福原庄六ケ村・生田村山論絵
図」（1719[享保4]年、神戸市立博物館所蔵）では、天
守閣の場所に「福徳寺」（浄土宗）が建ち、二の丸・
三の丸・侍町・足軽町・堀は消えている。註3
〈……字名に土居、射矢の上、御所坂、二の丸、二の
丸堀、本丸東の根、本丸の辻、三の丸、高城など城郭
にちなむものが残っていた。〉註1
　古老は「御幸（みゆき）坂」「狸坂」「地獄坂」などの
呼称を伝えている。註4
「福徳寺」は建久年間（1190～99年）に奥平野の楠
谷（くすだに、現在兵庫区楠谷町）に創建された。寺
の言い伝えでは、楠木正成が自害するとき護身の
十一面観音を奉納した。天正年間（1573～93年）に
住民共 「々花隈」に移り、復旧・開拓した。註1
　江戸時代、村には線香製造業者が7、8軒あり、江
戸に出荷していた。明治になってアメリカ向けの茶
箱製作に転じ、「清水線香屋」1軒だけ残った。「清水
線香」という地名があり、清水が湧き出していた。

「弁天香」という商品もあった由。註5
　線香について、江戸末期の訴訟文書に「摂州八
部郡線香屋仲間」（兵庫津、花熊村、二茶屋村、中宮
村他）の名が記録されている。原料製造所は再度
谷（ふたたびだに、再度山は市街地の後背山）の水
車場だった。註4
　1872（明治5）年、「花熊村」は「神戸町」と周囲の村
と共に「第一区（神戸）」に組み込まれ、「花隈町」に
改称。74（明治7）年、新町名「中山手通」になる。94
（明治27）年、下山手通6丁目の一部を分割して「花
隈町」の名は復活するが、面積は大幅に縮小した。
　私の「花隈」のイメージは高級な「花街」である。開
港と都市近代化は風俗産業が発生を促す。簡単に
書く。1868（明治元）年、外国御用掛・伊藤博文は居
留地・兵庫津からの要請と外国人対策で弁天浜に
遊郭（福原遊郭）を許可する。71（明治4）年、ここが
鉄道敷地になり、湊川の東側（現在の兵庫区福原
町）に移転する。遊郭は行政の認可制だが、私娼も
増える。遊郭を福原に集めたり、分散させたり、行政
の規制が混乱した。三宮や元町にも多数の娼妓店
が開業する。77（明治10）年から行政は娼妓（＝遊
郭）と芸妓（＝花街）を厳密に分離する。78（明治11）
年、再び福原に遊郭が集められた。福原には芸妓も
多数おり、遊郭と花街両方の顔を持つ。「花隈」は花
街である。財界人、政治家、軍人が贔屓にした。「検
番＝芸妓置屋」（料亭や座敷に芸妓を派遣）――元
町に「西検」、花隈に「中検」ができる。註6
　別の史料では、75（明治8）年元町通5丁目に「神
戸中検番」、6丁目に「神戸新中検番」開業、とある。
註7　
　年代は一致しないが、「中検番」が「中検」、「新中
検番」が「西検」と考えていいだろう。「元町」も花街
だった。
〈その後――特に明治二十年以降――、元町じたい
は純粋な小売商店街となっていくことから、花街と
しての特色は徐 に々うすれていったものと思われる。
〈西検〉も明治三十（一八九七）年までは追跡できる
ものの、その後は不明である。〉註6
「花隈」の「花街」化に関わった人たちがいる。伊藤
博文は県令在職時代（知事、1868～1869年）「花隈
」（前述の橋本家別邸）に住んだ。伊藤離任後、この
家が料亭「吟松亭」にリニューアルすると、元町の芸
者置屋や料理屋が「花隈」に移転してきた。註6
　そして、裕福な華僑たちが移り住んだ。
〈花隈花街の誕生は明治初年清国人貿易商がお妾
さんを多くここに置いて粋な町づくりをはじめたこと
に由来したと説く古老がいた。〉註8
　神戸が開港し、西南戦争では輸送基地になり、
華僑はビジネスを広げた。居留地と南京町にも近い
「花隈」で現地夫人や愛人と暮らした。ところが、
1890（明治23）年5月「花隈」で大火災、翌年頃から
日清関係が悪化、94（明治27）年日清戦争が勃発す
る。華僑たちは「花隈」から引き揚げる。残された女
性たちは自活のため、料理屋や待合い（置屋から芸
妓を呼ぶ貸座敷）を開業した。註8
　1932（昭和7）年、「神戸又新（ゆうしん）日報」が
読者の投票によって「大神戸新八景」――山水美、
海浜、展望地、住宅街、繁華街、花街、遊園地、構造
美――を選ぶイベントを行った。「花街」部門で「福
原」が1位（4638票）、「花隈」は2位（3015票）で、3位

以下を圧倒した。花街にはそれぞれＰＲの歌＝ご当
地ソングがあった。福原には「福原小唄」、花隈「中
検小唄」、柳原「柳原ながし」など、観光ガイドブック
にも収録されていた。註6
　1890（明治23）年1月、城跡近くに神戸名士（財界
人・弁護士・医師・文化人ら）の親睦施設「神港倶楽
部」が誕生した。会員の社交場であり、講演会、美術
品の展示販売、趣味の会など市民にも開放された。
96（明治29）年に日本初の活動写真が一般公開さ
れ（詳細次回）、99（明治32）年には神戸新聞創刊1
周年と松方幸次郎社長就任を祝う会が開かれ、記
者たちが文士劇を上演した。註9・補註2
　1901（明治34）年、城跡に塔が設置された。
〈……昔神戸港務局が正午の時報と船舶からの目
印の目標として、花隈城跡の高台に高さ百米もある
表時球塔が建てられ、正午になると、その塔に登り
切った球が直下に落下し、「ドン」と云う大砲音を
出す原始的な時報搭載機であった訳であるが（後
略）〉註10
城跡は「ドン山」と呼ばれたが、昭和に入ると「ドン
」の球は使われなくなる。私が中学生時代、まだ塔
の残骸が立っていた。1969（昭和44）年の公園整備
でその姿も消えた。

註1　神戸史学会編『新 神戸の町名』神戸新聞総合出版セン
ター、1996年
註2　楢崎伊■（漢字「水」偏に「聿」、「つ」？）夫「厳島神社」
『花隈』（花隈振興会、1971年）所収
註3　大国正美『古地図で見る神戸　昔の風景と地名散歩』
神戸新聞総合出版センター、2013年
註4　酒井立順「花隈古今物語」『花隈』所収
註5　『故福原会下山人郷土史話シリーズNo.18　明治百年
記念号　神戸市内町名由来記（上）』福原源九郎編・発行、
1967年
註6　加藤政洋『神戸の花街・盛り場考　モダン都市のにぎわ
い』神戸新聞総合出版センター、2009年
註7　日本の近代を語る会編『識る力――神戸元町通で読む
70章』ジャパンメモリー、2007年
註8　荒尾親成「花隈花柳界誕生記」『花隈』所収
註9　板倉史明編著『神戸と映画』神戸新聞総合出版センター、
2019年
註10　木内勇「『ドン山』懐古」『花隈』所収
補註1　生田神社の由緒では、201（神功皇后元）年に活田長
峡国の砂山（いくたながおのくに、いさごやま、現在の布引あた
り）に鎮座、799（延暦18）年大洪水で生田の森に移った、とさ
れる。しかし、「移転についてははっきりとした証拠があるわけ
ではない」（註1）。「活田」は円い田を表わす。東は灘の敏馬（み
るめ、みぬめ）・原田、北は青谷・春日野、西は布引から諏訪山、
花隈と続く丘陵地帯を指す。「長峡」は六甲山系が長い尾を引
くように連なっている様を言う。（註5）
補註2　当時神戸新聞社には中央で活躍した作家・評論家が
勤めていた。なかでも江見水蔭は尾崎紅葉門下で、川上音二
郎にも脚本を提供。神戸で公演中だった川上一座も観劇に駆
けつけた。松方社長からは「天下を動かす新聞記者が顔にオ
シロイをぬたくって芝居のまねをするとは何事だ」と叱られた。
（『神戸新聞社七十年史』同社、1968年）

元町通周辺地名の歴史（2）

出来事ファイル

　恒例の「秋の交通安全パレード」が９月21日
（土）元町商店街で行われた。きらら広場で
の出発式には元町を代表して奈良山会長
も同席、１番街へ向かうパレードにも参加し
た。元町商店街では来街者のため、商店街
のなかは自転車の乗り入れを禁止、商店街
に接する道路には案内板を設置するほか、
振興組合単位で啓発活動も実施、日夜、事
故発生の防止につとめている。

■秋の交通安全パレード
　協議会の役員会会場としてお世話になっ
てきたまちづくり会館が、１０月１日、リニュー
アルオープンした。１階には市内古書店７店
舗が協働で「神戸元町みなと古書店」を開業、
知識の拠点を構えたほか、４階には人材交
流を目的にしたまちづくりラボを開設、５階に
は仕切りのあるワークスペースも準備した。
再開の式典でタウン協議会の奈良山会長は、
新しい会館の門出を祝福した。

■まちづくり会館 再開
　１１月５日（火）１０時から、南海トラフ地
震で発生が予測される津波に対して一斉
避難訓練が行われます。「ひょうご防災ネッ
ト」スマホアプリも連携、１０時過ぎに、避
難を呼びかける緊急速報メール（エリアメー
ル）が携帯電話に届きます。マナーモードに
していても、携帯電話が一斉に鳴りますの
でご注意を。
兵庫県の主
催で、神戸市
のほか尼崎
市、西宮市、
芦屋市、明石
市など、県内
１４市１町で
同時に実施
されます。

□津波一斉避難訓練実施！

　家業の縁で平尾誠二さんと知り合った
という早駒運輸㈱社長の渡辺真二さん、
息子が平尾ラグビー「最後の弟子」という。
中１でラグビーをはじめたばかりの息子
にパス練習に１時間も付き合い、平尾さ
ん宅では庭の照明灯にタックルさせても
らったことも。
兄貴と呼んで
いた渡辺真二
さんには、平尾
さんのひと言
がいまも記憶
にある「楕円形
の行く先は理
不尽。人生と一
緒や。それを楽
しまな」。

■平尾さんから渡辺さんへのバトン・・・
　兵庫県が主宰する神戸地域ビジョン委
員会のなかの「みなと・元町おしゃれグ
ループ」が、このほど西元町ぶらりランチ
散策マップを作成、広く配布した。界隈を
含め元町商店街の４～６丁目間の店舗を
中心に、手軽に立ち寄れる１８の店舗を
ピックアップ、席数、営業時間、価格、定休
日、人気メニューなどをまとめ「西元町ぶら
りランチ散策マップ」としてまとめた。

■西元町ぶらりランチ散策マップ完成

　１０月１３日（日）、旧相生橋跡に置かれて久しい機関車の存在を広く知っ
てもらおうと、はじめて「神戸西元町Ｄ５１まつり」が開かれた。みなと元町
タウン協議会のもと、もとまちハーバー懇談会・神戸西元町のＤ５１を守る
会・ＮＰＯあいあいネットの３組織で構成する神戸西元町Ｄ５１まつり実行
委員会が実施した。
　Ｄ５１に隣接する広場には１０時から金魚すくいやスーパーボール、豚ま
ん店に鉄道グッズ店などが開店、子供連れの親子でにぎわうなか、１２時か
らＤ５１前に準備した式場で開会式を開いた。司会役をＤ５１まつり開催を

発案したあいあいネット代
表の木村由己子氏が担当、
主催者として壇上に立った
タウン協議会の奈良山喬
一会長は、Ｄ５１を見違えるようにきれいにしていただいたＪＲ出身の飯野浩三氏とそのグ
ループによる献身的な力添えで、東海道本線全通１３０年というおめでたい年に今日を迎
えることができた、と参会者に紹介した。その後、もとまちハーバー懇談会の片山泰造会
長のあいさつに続き、飯野さんら、機関車に精通したメンバーのほか、電車の保存にが取り
組む仲間や機関車談義などで参加者をたのしませた。その後、舞台はバンド演奏（佐藤絵
美里トリオ）にうつり、界隈は、終日、にぎわった。

■神戸西元町Ｄ５１まつり

■神戸東地区クリーン作戦
　第１水曜日の１０月２日（水）、神戸駅東地域ク
リーン作戦を実施した。参加したのは奈良山会
長以下エスタシオン・デ・神戸の７名、ネッツトヨ
タ兵庫㈱２２名のほか、元町通７丁目自治会から
も地元道路を対象に２名が参加した。

（１０月４日・
　　神戸新聞より） エスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさんエスタシオン・デ・神戸と元町７丁目自治会チームのみなさん

ネッツトヨタ兵庫㈱のみなさんネッツトヨタ兵庫㈱のみなさん

左端に奈良山会長左端に奈良山会長 「神戸元町みなと古書店」「神戸元町みなと古書店」

花隈厳島神社

（№19−11）海という名の本屋が消えた（72）
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